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鹿兜島縣大口鉱山電気探鉱調査報告
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by

JunJi　Suyama

　　The　electrical　prospecting　w3s　performed　for　the　g61d・quarts　veins　at　the　Oguchi

minβ．

　　Asゑresults，the　writer　obtained　the　important　and　interesting　su言gestions　on　the

apPlicability　of　this　method　to　this　kind　of　ore　deposits．

要　　約

　昭和28年3月鹿児島縣伊佐郡大口鉱山において，探鉱〆

資料をうる目的で電気探鉱調査を行った。

　その結果鉱床を伴う変質帯および石英ないし方解石脈

を伴わぬ変質幣で，ともに低電位異常がみとめられた。

比抵抗分布はこれら変質帯のうち特に粘土化の著しい部『

分に低抵抗を示している。、、

　すなわち変質幣分布の探査に対しては，電気探鉱法の

適応性がみとめられた。鉱床探査に対しては，地質その

、・他の調査法と併用した綜合的探査が必要と思われる。

1．緒　 一言

　昭和28年3月鹿児島縣伊佐郡大口鉱山醇おいて，探

鉱資料をうる目的で電気探鉱調査を行つた。その結果を

こ玉に報告する6

　調査に際し終始援助を賜つた大口鉱業所広井所長はじ

め所員の方々，妨びに調尊協力を賜つ煙田箒男氏

に深く感謝する。

そ匙らによると，附近の地質は両輝石安山岩・石菓粗、

面岩質白色火山岩・紫蘇輝石安山岩の順序に盗流した新
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2．位置・交逼

・　鉱山は鹿児島縣伊佐郡大口町字午尾にありー〔5万分の

　1地形図大口〕，山野線薩摩大口駅の北方約7km・で同

駅よりは平担なトラック道路を通じ，交通至便である。

3．地質・鉱床

　本鉱山附近の地質については徳永正之氏，元本所技官

吉田善亮氏等の調査がある。

＊駒理探査部

第1圖　位　置　 圖

　鉱床は両輝石安山岩（変朽安山岩）の裂舞を充翼した浅

成含金石英脈で，走向N40～60QEに走る大小9条余の

平行脈がある。

　本区域の基盤をなす両輝石安山岩は最も強、く変質をう・

，け，鉱床を胚胎する。石英粗面岩質白色火山岩は多少の

変質作用をうけているが，石英脈の発達は稀である。

　おもな変質作用は変朽安肉岩化作用・珪化・絹雲母化

・粘土化の各作用であり，若干の黄鉄鉱の鉱染が認めら

れる。

　鉱石は含自然金石英で，微量の輝銀鉱・黄鉄鉱・黄銅

鉱・輝安鉱等が伴う。脈石は玉髄質石英を主とし，ザラ

．メ状石英・方解石・氷長石等がある古

　調査を行つた第1号・南北鑛および第3号鑛の一部で
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　　　　　　　　　　　正地質調査所月報9（第4巻第11号）

は，鉱脈に伴う変質帯が地表近くに分布するが，第3号

P

鑓西部は石英粗面岩質白色火山岩によつて被われてい

るo

4．電気探鉱

4．1　区域および方法

調査は母岩である両輝石安山岩（変朽安山岩）ρ分布が

認められるユ号鑓・南北鐘および3号鑓東部，な1〉びンと

両輝石安山岩が石英粗面岩質白色火山岩に被われる3号

鑓西部の地域において，鉱脈を中心とし，これを横断す

る測線を設定して調査を行つた。

　　　　　　　　　・濃◎

　　　　　　ζ《瀦　聾一

　　　　　　〆号風　」　嗣．

第2圖　　大口鉱山電氣探鉱調査地形ならびに測線配置圖

　3号鑓西部周辺地域を第1区域（測線間隔30m，測点

間隔10m），1号鑓周辺地域を第2区域（測線聞隔40

m，測点間隔5m），’南北鑓周辺地域を第3区域（測線間

隔40m，測点間隔5m），3号鑓東部周辺地域を第4区

域（測線間隔23m，測点聞隔5m）と名付けることとす

る（第2・3図参照）。

調査方法は自然電位法・比抵抗法（電極間隔5，10，

2Q～40mで2極法を採用した）を実施した。

　　　　　浦捻．，〆
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第3圖　　大口鉱山電氣探鉱調査地形ならびに測線配置圖

4．2，結果およびそれについての考察

4．2．1　坑道内調査

　1号鑓および南北錘竪入坑道の自然電位測定結果を第

4図，3号錘1および4号鑓竪入坑道，ならびに3号鑓お

よび4号下盤鑓鑓押坑道の測定結果を第5図に示した。㊥

それによると第4図では22＾’28，14，2～5および探・

奨坑道5～8，19等は周囲に比べ 50mV内外の著しい

電位降下がみられるが，これらはおのおの中鑓～第二南

北鑓，旧鍾押，「綱状鉱脈，．第1方解石脈，方解石脈が坑．

道を横切る箇所に当る。

　1号鑓が本坑道（Om坑道）を横切る60｛・62附近では，．

20mV内外の微かな電位降下を示しているようである1

が，余り明らかな変化ではない。

　なおこのほか74《・80附近等も幅の広い低電位幣とな：

！△，』
7喚
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第4圖　1號鑛・南北鑓竪入坑溢（Om地並）
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第5圖　　大口鉱山坑内自然電位・比抵抗曲線圖，

　　　3號新樋および下盤樋竪入坑道

ている。

　第5図の3号新鑓および下盤竪入坑道においては，

、6．5および9附近でおの’おの100および50mV内外周

囲より電位が降下しており，これらはそれぞれ3号新鑓

および下盤鑓が坑道を横切る箇所附近に相当する。

　比抵抗は新鑓より下盤鑓附近が低抵抗である。

　なお図にみられるように3号鑓竪入附近は，4号鑓竪

入附近に比ベー般に低電位であるく附図5に掲げた自然

電位の値は両者を同一原点で測定しだものである）。

　4号および4号上盤鑓竪入では，1および3。5附近に

飴OmV内外の著しい電位降下がみられるが，これらは

それぞれ4号鑓および4号上盤鑓近傍に相当する。7～

17附近は電位変化乏しく・120mV内外の高電位が分布

しているo

　比抵抗は一般に5kΩ・cm以下の低抵抗が分布するが5

～9までの石英粗面岩質白色火山岩および珪化された変

朽安山岩の分布する箇所域外は，2kΩ・cm以下のきわめ

て低い抵抗を示している。

　3号新鑓鑓押坑道においては一般に電位低く，なか

でも1附近は周囲に比べ翠O　mV内外低電位となつて

おり，4号上盤鑓鑓押坑道では1～7附近までいずれも

一200mV内外の低電位を示し，4附近は一290mVの

最低電位を示している。　　　　　　　　　＼

　以上坑内自然電位分布より鉱脈生成に伴う周辺変質幣

に起因する低電位異常の存在が考えられる。例えば4号

鑓竪入坑道でみられる低電位異常は，鉱脈周辺で最儀電

位を示している。

　なお鉱脈中には黄鉄鉱その他の硫化物が含まれてお

り，かつ鑓押坑道でも低電位異常がみられるので，鉱体

に起因する低電位異常の存在も考えられる。

　從つて本鉱山においでは，鉱脈ないしそれに伴う変質‘

幣に起因する自然電位低電位異常が存在すると考えられ

る。

　4．2．2地表調査

　第1区域　自然電位調査結果〔第6図〕には余り大，

き’な電位変化は見られないが，（a）い線No．6～9，3

線No．8・》9附近をとおり，に線No．11｛・12へと伸びる

約一10mVの低電位帯と・（b）い線No・17’》18・ろ線

No．17，は線No．16およびに線No・16附近に連な

る約一5mVめ低電位帯がある。これらはそれぞれ第3．

および4号鑓と第5号鑓上部にあり，鉱脈と方向性を同

じくして分布するようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　坑内調査の結果鉱脈に伴う変質幣に起因する低電位異1

常の存在が考えられており，第3，4および5号鱒D母岩

である変朽安山岩を被う石英粗面岩質白色火山岩も，鉱

脈生成に伴う変質を幾分被つているので・上記低電位は

おのおの第3諮よび14号鑓と，第5号錘に関連する現象

と、思われる。

　比抵抗分布〔第6図）は・電極問隔a＝10mおよびa＝

20mでろ線No．9附滋（約20kΩcm）およびに線No．
’
3
（
約10kΩ・cm）附近の蝿の部分が比較的高い抵抗を

示し，他の部分はすべて約5kΩ・cm内外の低抵抗を示

しており，電極間隔a＝4Gmでは一帯に約5kΩ一cm内、

外の低抵抗を示し，特に著しい変化はない・

　第2区 域　（イ）　自然電位調査結果〔第7図〕には，

（a）に線No。13～は線No。14附近に低電位畢常1
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第7圖　第2匠域自然電位・比抵抗分布圖
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第6圖　第1庭域自然電位・比抵抗分布圖

（一15mV）が分布しており，そこは第1号鑓露頭周辺部

に当るので，この異常は第1号鑓周辺に発達する変質帯

による現象と考えられるが。（b）へ線：No．1ほ線煎o．

2，に線No．2～7，は線Nq．5～6附近にかけても比較

的低い電位が分布している。この低電位は変質帯による

ものか，その他の原因によるかは明らかでないが（a），

（b）間り踵離は第1号鑓竪入74～80附近の異常部と第

1号鑓との聞隔にほ富等しいので，（b）は上記の坑内の

鉱脈を伴わぬ変質帯74ル80附近にみられる低電位異常

と関連ある現象のようにも思われるQ

　（ロ）比抵抗の分布は〔第7・8図〕，一般に5～30

kΩ一cmで抵抗は低いが，なかでも電極間隔a＝20およ

びa＝40mでは地形的に沢に当る部分で低抵抗となる’

傾向がみられる（例えば第8図の電極聞隔20および40

mそ10kΩ一cm以下の低抵抗の分布する部分は，沢を
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第8圖　第2匿域比i抵抗分布圖
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挾むその周辺に当る）。

　しかしながら電極聞隔aロ10mでへ線Nα12・》ほ線

No，14～16，に線No．15，は線No．14，ろ線No．’

12’》15附近に分布する10kΩ一cm以下の低抵抗帯は，

第1号鍾露頭周辺にみられるもので，かならずしも沢と

一致せず，第1号鑓周辺変質幣に関蓮ある現象のように

思われる。

　．（イ）一（b）低電位区域は15～20kΩ一cm内外の抵抗が

分布し，上記低抵抗帯ほど比抵抗は低くない。

　（ハン．以上述べたように（イ）一（a）低電位異常は低

抵抗部に認められるが，（イ）一（b）低電位区域はさほど

低抵抗を示しておらず，第1号鑓露頭周辺が粘土化をう

けており，鉱脈周辺変質帯による自然電位異常が坑内測

定結果に認められることと併察するならば，前者は第1

・号鑓周辺変質幣による現象と考えられる。一

　・しかしながら後者の低電位は，坑内自然電位分布およ

び地表比抵抗分布を参考として考えると，鉱体と関係の

考えられぬ変質帯その他の原因によつて生じた現象と考

えられる。

　第3区域　（イ）自然電位分布〔第9図〕には．（a）い

・線No．1b～ろ線No．10およびは線N6．12《・に線No．

14附近，およぴ（b）い線No．30～ろ線No．27～は線

No．27～30～に線：No．30附近には約0～一5mVの低

電位が，（c）ろ線No．20～は線No．20附近に約一10

mVの負中心があり，これを含みい線No。20～24より

ほ線No．20《’22へ伸びる低電位幣が認められる。
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第9圖　第3蹟域自然電位分布園

　（a）低電位は南北鑓，（b）低電位は第1方解石脈，（c）

低電位は網状脈の露頸周辺部にみられる現象であり，坑

内調査の結果と併察するどこれらの低電位はそれぞれ鉱

脈周辺の変質幣による現象と考えられる。

　（ロ）比抵抗分布は〔第10図〕，一般に抵抗が低く，

電極間隔a＝10mでに沢の部分が特に低抵抗を示す傾

go
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第 10圖　　第3塵域比抵抗分布圖

向があり。電極間隔a＝・20mでも沢周辺部が低抵抗と

なつている汎い線No・19ろ線No・21よ。りに線No・

21附近にかけて低抵抗が分布する。

　この低抵抗は前記（c）低電位帯の一部に認められる

もので～（c）低電位異常と関連のある鉱脈周辺に発達す

る変質帯中の粘土化の著しい部分による現象と考えられ

るo

　（ハ）以上のように南北鑓・方解石脈および網状鉱脈

周辺に発達する変質帯に起因し，、（a），（b）および（c）

低電位異常が現われ，そのような変質帯中で粘土化の著

しい部分に特に低い抵抗が分布するものと考えられる。

第4区域　（イ）　自然電位測定結果〔第11図〕には

（a）い線No．20～25，ろ線No．25～28より，は線No．

26にかけて一10～20mVの低電位が，（b）は線No．『

7～に線No．5附近に一10～20m▽の低電位が分布し

ているo

　　　　　　セ
　（a）低電位は第3号鑓露頭周辺部にみとめられるもの

であり，（b）低電位区域，は線：No．6《・7附近の崖には

石英脈を伴わぬ変質帯の分布がみられる。

　從つて（a）は第3号鑓周辺変質帯，（b）はは線No．

6～7附近の崖でみられる変質帯に関蓮して生ずる現象

と思われる。
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第11圖　　第4國域自然電位・比抵抗分布圖

　（ロ）・比抵抗分布〔第11図〕は電極間隔早＝5mおよ1

び10mともに（a）い線No．20戸》23よりろ線No．

20’》25附近と（b）に線No．5～No19よりは線No．

’5《・No．9附近は比較的低抵抗となつており，これらは

上記（a）および（b）低電位帯にある変質帯に起因する

現象と考えられる。

亀5．結　　語

　今回の調査の結果：

　（a）鉱脈の母岩である変朽安山岩の分布する区域に一

おいては，（イ）鉱脈ないしそれに伴う変質幣に起因する

自然電位の低電位異常と，戸石英ないし方解石脈を伴わぬ

変質帯による自然電位低電位異常とが認められること，

および（ロ）比抵抗は全般的に低抵抗を示すが，地形的に

沢となつている附近の一部と，上記変質幣中の粘土化の

著しい部分とで特に著しい低抵抗がみとめられることが

考えられる。

　（b）変朽安山岩が石英粗面岩質白色火山岩によつて

被われる区域においては，既知鉱脈上部に鉱脈と同じ方

向性をもつ低電位帯が認められており，白色火山岩も鉱「

脈生成に伴う変質を蔑分被つているので乳この低電位異

常は鉱脈と関連のある現象と考えられる。

　（c）從つて自然電位法によつて鉱脈についての資料

が得られるか，石英ないし方解石脈を伴わぬ変賓幣によ

つても同様の現象が認めうれるので，地質その他の調査

法と併用した綜合的探査が必要であると思われる。

　　　　　　　　　　’（昭和28年3月調査）
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